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＜連絡事項＞
· １月24日～26日　課内研修「カンファレンスについて」実施予定

· ２月13日～15日　研修「医療事故について」実施予定

· 移動希望理由書は31日までに部署毎に取りまとめて提出すること。

· 16日（月）14：00に鈴木茂子様とご家族が利用について面談のため来所予定。

＜外来より情報提供＞

· 関　秀治様～時々頭痛があると訴えられ「緊張したときになる」と話されている。

· 田名部　一樹様～最近21時から22時と、決まった時間に眠気があると報告され、「良くなってき

ているんですかね」と話されている。外来担当医より生活リズムが確立されてきているという事であると説明受けている。

· 田澤　勝敏様～風邪は良くなったと話されている。カマ７日分処方となっている。

· 横町　浩様～親から仕事をしろと言われると話され、「お金を貯めて大型免許を取得してから仕事

がしたい」と外来医へ相談されている。

· 川口　律子様～頭痛があると話されるが自制内とのこと。

· 関口　禅様～腹痛があると話されており、日赤へ胃カメラの時の体位について確認したいと考えて

いたが大分先の事である為まだ確認せずに様子を見ると自分から話されている。

· 佐藤　朗子様～頭痛訴えあり、カロナール処方となっている。

· 森田　清助様～頭痛あり左手の痺れが気になると受診されている。血圧140程であり高値ではない

こと説明。気になるようであれば、月曜受診時に主治医へ相談するように外来医より説明あり。頭痛に対してカロナール処方となり、痛みが自制出来ないようであれば服用するように説明している。

＜利用者様情報＞

・前野　義勝様～昨日外来時に主治医より通所日数を減らすことに対して許可が出た事で面談実施している。スタッフからは本人が体調を崩しやすいということもあり、体調確認の為にも毎日通所して頂きたいことを説明すると納得され、毎日通所を継続することとしている。家事などの用事があるときにはスタッフへ連絡後、隔週水曜に用事を足すこととしている。今回、決まった事については再度主治医へ情報提供行う。
・村田　昭一様～一昨日無断欠席した件について面談実施。時計を見ながら行動していない為、はっきりとした時間は分からないと話されるが、スタッフと一昨日のタイムスケジュールを確認している。

12：00頃　仕事から帰宅

12：15頃　弟様よりグループホームへ連絡あり。弟様の体調が悪いと連絡を受ける。

12：45頃　昼食摂取後、弟宅へ向かい外出

14：00頃～17：30頃　弟様宅で看病をして過ごす

17：30頃　十和田を出発

19：00頃　八戸へ到着

19：30頃　グループホームへ到着し、青山荘の壬生が部屋まで来て連絡を入れるよう言われた為、青

山荘へ電話連絡を入れる。その後、ナイトケアへ連絡。

・今回連絡を入れなかった理由：気がついたのが17：00過ぎであった為、病院はしまっており電話が繫がらないと思った。

・弟様の体調について：内科疾患があり（何処が悪いのかははっきりとは知らない）もともと身体は強くなかったが、今回風邪を引いてしまい一人で動くのは難しい状態であった。今回、訪問し体調が悪いのであれば入院するよう説明してきた。

・お兄様へ連絡を入れなかったことについて：お兄様と弟様が絶縁関係にある為、連絡は出来ないと思った。

以上、本人より話があり。病院は24時間電話対応出来る事を説明している。又、次回からは弟様なり連絡があり外出する際には、グループホームを出る時点で遅れる可能性もある為、居場所の確認の為にも連絡を入れるように説明し、本人も「今度からは分かった時点で1度連絡します」と納得されている。

・下妻　康貴様、中居　美津子様

青明舎から情報提供あり、下妻氏が中居美津子氏から夜にアパートに来るようにと電話で何度も呼び出されているとの事。電話について、本人は嫌がっている様子も喜んでいる様子も見られていないとの事。また田面木を二人で歩いている所をお母親が目撃しておりお母親は二人で会うことを心配している。お母様からは男女のことなので１対１では会って欲しくはないと話されている。
　以上、情報提供を受けて、

1 青明舎へこの件について下妻様へ確認をとっても良いか確認を行った後、下妻様と面談を行い、事実確認を行う。その際に、中居様に対してスタッフから面談にて行動の振り返りを行いたいことを下妻様へ伝える。（以前、下妻様から中居様の干渉について相談を受けた際に、本人へ知らせて欲しくないと言われていた為）

2 その後、スタッフと中居様で面談を行い事実確認と行動の振り返りを行う。

　面談内容については、関係機関へ情報提供行いながら進めて行く。

・佐藤　朗子様～通所日数を増やしたいと希望聞かれていた件について、お母様より許可を貰ったと報告あり。現在、火・水・金で利用している所を月・火・水・金にしたいと希望あり。来週からの通所を希望されているが、医師への相談が必要である為次回外来時に主治医へ相談するよう説明している。

　　　　　　　　　本人が仕事を希望されている為、青明舎　清水よりご家族へ連絡をとり仕事について面談を行う予定。面談の日程が決まり次第、デイスタッフへ連絡を頂き、生活面も併せて話をする為デイスタッフも面談に立ち会う。

　　　　　　　　　現在予定されている19日の寿楽荘見学については、見学次第で体験実習等の日程調整を行う。実習は長くても２週間程の予定で、実習終了後自己の振り返り等面談を行う。

・井畑　光湖様～本日食欲不振、倦怠感のため昼食拒否。昨日の夕から殆ど摂取していないと本人話されており、服薬のためにも食事は必要である事を説明し、配膳すると副食全量、主食１／２摂取。摂取時、「お粥ってどの位カロリーがありますか？」「ご飯食べると太りますか？」という発言聞かれている。スタッフへ３日に一度自己嘔吐している事、毎日市販の下剤を服用していることを報告してこられている。

　　　　　　　　又、寒気を訴えており　体温34.5℃（再検変わらず）　血圧91/64mmHgエネルギー不足である事を説明し、何か摂取するように説明するが「太っているから…」と体型を気にする発言聞かれる。

・高橋　百壽様～来所持より体調不良訴え帰宅要求聞かれているが、スタッフの説明にプログラムへ参加して過ごすこと出来ている。昼食は、本人希望にて配膳しているがスタッフが食事を運ぶと帰ろうとしている事あり。再度声掛けにてそのまま過ごすこと出来ているが、同じ場所を往復していることや同じ動作を繰り返すこと見られ、昼食も再三の声掛けにて摂取されている。

　　　　　　　　動作緩慢著しく、倦怠感・体調不良の訴え頻回に聞かれる為スタッフと面談行い現段階での本人の目標設定を行う。

＜就労前準備段階プログラム　報告＞

· 本日より３クール目開始している。

· 対象メンバー：佐藤　朗子様、庭野　弘樹様、川口　八寿子様

· 内容：本日より開始のため、プログラム内容説明、病気と薬について

· 反応：佐藤　朗子様～外来受診の為不参加。

　　　　　川口　八寿子様～病気についての認識は出来ている様子で、服薬の必要性についても理解されている。自分の再発の兆候について「暴れたり、根を詰めたり、集中しすぎるようになる」と話されている。

　　　　　庭野　弘樹様～病気のことは理解されているが、認識しておらず「私は病気とは思っていません。薬も毎日やめたいと思っています。」と話される。しかし、自分の発症時の様子については認識されており、再発の兆候については「病気になった頃は、独り言や思考伝播があった。イライラしたり、家族に暴力的になったり、家に盗聴器が仕掛けられているなどの妄想もありました。」と資料を見ながら自分の症状を話すこと出来ている。

＊庭野様について

　　病気について認知ができていない為、認識を深める為に受け持ちスタッフが個別で勉強会等行い、対応して行く。

